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長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
一
人
、
井
上
勝

ま
さ
る

は
、
鉱
山
学
や
鉄
道
の
実
業
を
学
び
、

帰
国
後
、
鉄
道
頭
と
な
り
、
日
本
初
の

新
橋
︲
横
浜
間
の
鉄
道
開
業
や
、
日
本

人
技
術
者
だ
け
に
よ
る
逢お

う
さ
か
や
ま

坂
山
ト
ン
ネ

ル
の
開
通
を
成
し
遂
げ
ま
す
。
明
治
23

年
（
１
８
９
０
）
に
鉄
道
庁
長
官
と
な

り
ま
す
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
鉄
道
を
視
察

中
に
客
死
。
生
涯
を
鉄
道
に
捧
げ
、「
鉄

道
の
父
」
と
称
せ
ら
れ
る
な
ど
、
鉄
道

事
業
に
よ
る
日
本
の
近
代
化
に
尽
く
し

ま
し
た
。

　

大
正
３
年
（
１
９
１
４
）、
東
京
駅

の
開
業
に
合
わ
せ
て
、
井
上
勝
の
初
代

の
銅
像
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
戦
時
中

の
昭
和
19
年
に
金
属
供
出
で
撤
去
さ
れ

　
「
歴
史
的
価
値
が
極
め
て
高
い
資
料

群
、
手
紙
の
大
半
が
未
発
表
で
、
山
尾

の
人
的
関
係
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な

資
料
。
山
尾
を
世
に
広
め
る
使
命
感
を

感
じ
て
い
ま
す
」

　
「
お
国
（
長
州
藩
）
の
た
め
に
“
生

き
た
器
械
”
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い

た
庸
三
は
、
ネ
ピ
ア
造
船
所
の
徒
弟
・

見
習
い
工
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
昼

間
は
見
習
工
と
し
て
造
船
所
で
工
具
を

使
っ
て
技
術
を
学
ん
だ
。
夜
間
は
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
夜
間
学
校

に
通
っ
た
。
そ
の
当
時
使
用
し
て
い
た

ノ
コ
ギ
リ
と
カ
ン
ナ
を
帰
国
の
時
に
持

ち
帰
り
、
現
在
山
尾
家
に
保
存
さ
れ
て

い
る
。
技
術
者
庸
三
の
記
念
品
で
あ
る
。

（
中
略
）」

設
立
に
尽
力
し
、
工
部
省
の
長
官
で
あ

る
工
部
卿
を
務
め
る
な
ど「
工
学
の
父
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
盲
唖
学
校

の
設
立
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
ネ
ピ
ア
造
船
所
で

使
っ
て
い
た
ノ
コ
ギ
リ
と
カ
ン
ナ
は
、

英
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
長
州
フ
ァ
イ
ブ

初
の
器
物
資
料
（
写
真
）。
庸
三
に
宛

て
た
木
戸
孝
允
、
伊
藤
博
文
、
山
県

有
朋
ら
の
書
簡
、
肖
像
写
真
な
ど
約

１
０
０
０
点
に
上
り
ま
す
。
帰
国
後
に

ま
と
め
た
「
盲
唖
学
校
設
置
建
白
書
」

も
あ
り
、
日
本
の
先
駆
け
に
な
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
資
料
で
す
。

　

昨
年
93
歳
で
亡
く
な
っ
た
庸
三
の
孫
、

信
一
さ
ん（
元
日
英
文
化
ク
ラ
ブ
会
長
）

で
、
代
理
人
は
フ
ラ
ン
ス
在
住
で
信
一

さ
ん
の
次
女
典
子
さ
ん
（
60
歳
）。
典

子
さ
ん
か
ら
は
「
父
は
生
前
、
庸
三
の

偉
業
を
広
め
る
た
め
多
く
の
講
演
を
行

　

吉
敷
郡
二
島
村
（
現
山
口
市
）
出
身
。

１
８
６
３
年
に
、５
人
で
イ
ギ
リ
ス
に

密
航
留
学
し
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
グ

ラ
ス
ゴ
ー
で
造
船
技
術
を
学
び
１
８
６

８
年
に
帰
国
。
近
代
工
業
の
確
立
に
力

を
入
れ
、明
治
政
府
で
工
部
省
の
設
立

や
工
学
寮（
現
・
東
京
大
学
工
学
部
）の

長
州
フ
ァ
イ
ブ「
鉄
道
の
父
」井
上
勝

今
秋 

萩
駅
前
に
銅
像
建
立
！

寄
付
金
を
募
集
中
！

　

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
銅
像
建
立
委

員
会
（
会
長
・
野
村
萩
市
長
）で
は
、10

月
14
日
の
鉄
道
の
日
に
完
成
予
定
の
、

井
上
勝
の
銅
像
寄
付
金
を
募
集
し
て
い

ま
す
。な
お
、５
万
円
以
上
の
寄
付
者
の

名
前
は
芳
名
板
に
掲
載
し
ま
す
（
団
体

は
団
体
名
の
み
）。

■
募
集
期
間　

９
月
15
日
ま
で（
予
定
）

■
申
込
方
法　

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」か

ら
申
し
込
み

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
２
９
０
）

ま
す
が
、
昭
和
34
年
に
２
代
目
が
「
東

洋
の
ロ
ダ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
彫
刻
家
朝

倉
文
夫
の
手
に
よ
り
建
立
。
何
度
か
位

置
を
変
え
な
が
ら
、
長
ら
く
東
京
駅
を

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
東

京
駅
の
赤
レ
ン
ガ
を
背
に
立
つ
コ
ー
ト

姿
の
井
上
勝
像
を
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
（
写
真
）。

　

現
在
は
、
東
京
駅
復
元
工
事
や
、
丸

の
内
駅
前
広
場
の
整
備
工
事
の
た
め
撤

去
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
整
備
工
事
完
成
後

の
平
成
29
年
春
ご
ろ
に
は
再
設
置
さ
れ

る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

井上勝
（1843ー1910）東京駅前にあった頃の銅像

　
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
の
一
人
、
山
尾

庸
三
の
遺
族
か
ら
約
１
０
０
０
点
の
資

料
が
萩
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
造
船
所
で
働
き
な

が
ら
夜
間
学
校
に
通
っ
て
い
た
時
代
の

ノ
コ
ギ
リ
や
カ
ン
ナ
、
新
発
見
の
書
簡

な
ど
貴
重
な
品
で
、
来
年
秋
に
「
山
尾

庸
三
没
後
１
０
０
年
記
念
企
画
展
」
と

し
て
発
表
す
る
予
定
で
す
。

長
州
フ
ァ
イ
ブ
「
工
学
の
父
」
山
尾
庸
三

遺
族
が
遺
品
１
０
０
０
点
を
萩
市
に
寄
贈

山尾庸三
（1837 ー 1917）

道迫真吾主任学芸員と
庸三が持ち帰ったノコ
ギリ（左）とカンナ

■
長
州
フ
ァ
イ
ブ

　

幕
末
の
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）、長

州
藩
か
ら
英
国
ロ
ン
ド
ン
に
５
人
が
密

航
留
学
。山
尾
・
井
上
の
ほ
か
、伊
藤
博

文
（
初
代
総
理
大
臣
）、井
上
馨
（
外
務

大
臣
）、遠
藤
謹
助
（
造
幣
局
長
）。

い
、
寄
贈
は
父
の

願
い
で
し
た
。
里

帰
り
す
る
よ
う
で

感
慨
深
い
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
。

◆
山
尾
庸
三

◆
寄
贈
品

◆
寄
贈
者
は

◆
萩
博
物
館
の
道
迫
真
吾
・

主
任
学
芸
員
は

◆
「
山
尾
庸
三
伝
︲
明
治
の

工
業
立
国
の
父
」（
兼
清
正
徳
著
、

２
０
０
３
年
）
に
は

東
京
駅
の
シ
ン
ボ
ル 

井
上
勝
像
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約
１
億
年
前
の
火
山
活
動
で
で
き
た

「
屏
風
岩
」
や
、日
本
地
質
百
選
の
「
須

佐
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
」、
観
音
岩
や
弁

天
島
な
ど
、
国
の
名
勝
及
び
天
然
記
念

物
「
須
佐
湾
」
の
成
り
立
ち
を
間
近
に

体
感
で
き
る
の
が
、「
須
佐
湾
遊
覧
船
」

で
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
す
。

　

７
・
８
月
の
夏
休
み
期
間
中
の
土
・

日
・
祝
日
は
１
日
８
便
、
定
時
運
航
し

ま
す
。

　

漁
船
や
瀬
渡
し
船
を
使
い
、
須
佐
湾

の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
を
周
遊
す
る
遊
覧
船

と
し
て
平
成
24
年
に
ス
タ
ー
ト
。
今
年

も
、
４
月
24
日
か
ら
運
航
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、
運
行
便
数
４
０
６

便
、
乗
船
者
数
３
２
７
３
人
と
、
過
去

最
高
を
記
録
。
乗
船
者
の
約
60
％
が
広

島
や
九
州
な
ど
の
県
外
か
ら
で
、
ツ

ア
ー
旅
行
に
も
組
み
込
ま
れ
る
な
ど
、

新
し
い
萩
観
光
と
し
て
人
気
の
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ジ
オ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
と
も
い
え
る
須

佐
湾
遊
覧
船
。
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
船
頭
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
紹
介
に

も
熱
が
入
り
ま
す
。

■
運
航
期
間　

10
月
31
日
（
日
）
ま
で

※
７
月
26
日
～
29
日
は
運
休
。　

【
定
時
運
航
】

▽
運
航
日　

７
月
17
日
～
８
月
28
日
の

土
・
日
曜
日
、祝
日
、８
月
13
日
～
15
日

▽
時
間　

午
前
10
時
～
（
１
日
８
便
）

【
予
約
運
航
】

　

10
月
31
日
ま
で
、
大
人
5
人
以
上
の

予
約
で
午
前
10
時
～
午
後
３
時
の
希
望

時
間
に
出
航

【
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
】

　

７
月
17
日
～
８
月
28
日
に
は
、
日
本

海
に
沈
む
夕
陽
を
船
上
か
ら
楽
し
む
サ

ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
が
運
航（
要
予
約
）

■
問
い
合
わ
せ

須
佐
お
も
て
な
し
協
会

　
　
　
（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
９
）

楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
ジ
オ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

夏
は
定
時
運
航
の「
須
佐
湾
遊
覧
船
」へ

須佐ホルンフェルス（畳岩）と遊覧船

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
て

■
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
と
は

　

萩
市
と
阿
武
町
、
山
口
市
の
長
門
峡

が
対
象
の
「
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
」。
全
体

の
テ
ー
マ
を
「
火
山
に
育
ま
れ
た
萩
の

大
地
で
地
球
３
億
年
の
歴
史
を
学
び
・

今
に
生
か
し
・
未
来
へ
伝
え
る
」
と
し
、

自
然
遺
産
だ
け
で
な
く
、
市
内
の
世
界

山
噴
火
や
堆
積
地
層
で
つ
く
ら
れ
た
大

地
の
物
語
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
約
50
の
小
さ
な
火
山
で
構

成
さ
れ
る
「
阿
武
火
山
群
」
の
中
で
、

最
も
新
し
く
小
さ
な
火
山
・
笠
山
。
そ

こ
か
ら
見
え
る
、
日
本
海
に
浮
か
ぶ
萩

六
島
も
、
陸
上
で
噴
火
し
た
火
山
で
、

海
面
が
上
昇
し
て
島
に
な
っ
た
こ
と
な

ど
、
萩
の
大
地
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
大
地
の
成
り
立
ち
か
ら
見
る
萩
の
世

界
遺
産

　

サ
ブ
テ
ー
マ
の
８
番
目
は
「
文
化
と

歴
史
の
中
の『
ジ
オ
』」。
地
域
の
文
化
・

歴
史
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
隠
さ

れ
た
大
地
と
の
関
わ
り
を
取
り
上
げ
ま

す
。
主
な
見
ど
こ
ろ（
ジ
オ
サ
イ
ト
）に
、

世
界
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」
の
構
成
資
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

萩
城
下
の
あ
る
三
角
州
は
、
約
15
万

年
前
に
噴
火
し
た
溶
岩
ド
ー
ム
で
せ
き

止
め
ら
れ
た
湖
が
、
長
門
峡
付
近
で
あ

ふ
れ
出
し
て
で
き
た
阿
武
川
で
運
ば
れ

■
萩
の
大
地
が
も
た
ら
す
恵
み

　

阿
武
火
山
群
に
よ
り
作
ら
れ
た
溶
岩

台
地
は
、農
作
物
の
栽
培
に
適
し
た
平

ら
な
土
地
を
形
成
、地
下
水
の
層
が
走

り
、風
化
し
た
安
山
岩
や
火
山
灰
が
栄

養
に
富
ん
だ
土
を
作
っ
た
。
こ
う
し
た

視
点
か
ら
み
る
と
、相
島
ス
イ
カ
、千
石

台
だ
い
こ
ん
、
小
川
桃
、
山
口
あ
ぶ
ト

マ
ト
も
ジ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
底
の
火
山
は
日
光
が
届
き

や
す
く
、
さ
ら
に
そ
の
周
り
に
で
き
る

潮
の
流
れ
が
海
水
を
か
き
混
ぜ
、
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
が
育
ち
や
す
い
環
境
が
作
ら

れ
、
ブ
ラ
ン
ド
魚
の
「
瀬
つ
き
あ
じ
」

な
ど
が
育
つ
漁
場
が
広
が
っ
て
ま
す
。

　

山
の
幸
、
海
の
幸
も
、
萩
の
大
地
が

生
ん
だ
、
豊
か
な
恵
み
と
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

萩
の
大
地
は
魅
力
が
い
っ
ぱ
い

　

足
元
に
広
が
る
大
地
（
ジ
オ
）
の
成
り
立
ち
を
学
び
、こ
れ
ら
の
遺
産
を
守
り
、

地
域
づ
く
り
に
生
か
す
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」。
今
年
の
認
定
を
め
ざ
す
萩
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会
は
、
４
月
14
日
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

の
加
盟
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
８
月
８
日
・
９
日
の
現
地
審
査
の
う
え
、
９

月
に
認
定
の
可
否
が
決
ま
り
ま
す
。

　

萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
観
光
だ
け
で
な

く
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
も
堪
能
で
き
る
観
光
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

遺
産
の
構
成
資
産

も
組
み
込
ん
で
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

　

８
つ
あ
る
サ
ブ

テ
ー
マ
の
う
ち

７
番
目
ま
で
は
、

３
億
年
以
上
前
に

は
る
か
南
の
海
で

始
ま
っ
た
大
地
の

形
成
か
ら
始
ま
り
、

火
砕
流
の
地
層
が

浸
食
さ
れ
て
生
ま

れ
た
長
門
峡
や
溶

岩
流
の
跡
を
示
す

「
龍
が
通
っ
た
道
」

な
ど
、
相
次
ぐ
火

むつみ千石台のダイコン畑

た
土
砂
で
形
づ
く
ら
れ
ま
し
た
。
江
戸

時
代
の
町
割
り
は
、
こ
の
三
角
州
の
高

低
差
を
生
か
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、

大
地
の
成
り
立
ち
が
世
界
遺
産
や
萩
の

歴
史
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

萩六島

◎
県
外
か
ら
の
乗
船
客
が
過
半
数

◎
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
で
さ
ら
な
る
誘
客
を
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こ
れ
を
聞
い
た
当
役
（
家
老
）
の
浦う
ら

靱ゆ
き
え負

も
、
ス
ク
ー
ナ
ー
を
視
察
し
た
。

藩
主
毛
利
敬
親
は
、
浦
か
ら
ス
ク
ー

ナ
ー
の
堅
牢
な
構
造
を
聞
き
、
同
型
の

船
の
建
造
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
藩
主

は
、
本
多
忠
徳
に
高
崎
の
借
用
を
依
頼

し
て
許
可
を
得
る
と
と
も
に
、
尾
崎
に

「
ス
ク
ー
ネ
ル
船
製
造
御
用
掛
」
を
命

じ
た
。

　

尾
崎
は
、
安
政
３
年
３
月
に
江
戸
を

出
立
す
る
ま
で
の
間
に
高
崎
伝
蔵
と
相

談
し
、
建
造
す
る
船
を
ス
ク
ー
ナ
ー
と

バ
ッ
テ
ー
ラ
の
２
種
類
と
し
た
。
招
聘

す
る
船
大
工
は
、
高
崎
ら
と
と
も
に
ス

ク
ー
ナ
ー
の
建
造
に
携
わ
っ
た
戸
田
の

金
右
衛
門
・
又
三
郎
の
２
名
と
し
た
。

　

同
年
４
月
、
尾
崎
は
高
崎
伝
蔵
ら
を

伴
い
萩
に
帰
着
す
る
。
尾
崎
ら
は
近
海

を
視
察
し
、
小
畑
浦
の
恵
美
須
ヶ
鼻
を

造
船
所
の
設
置
場
所
に
選
ん
だ
。
長
州

藩
は
大
検
使
役
の
桂
与よ

い
ち
え
も
ん

一
右
衛
門
に
西

洋
船
製
造
御
用
懸
り
を
命
じ
、
造
船
所

内
の
会
所
に
日
勤
さ
せ
、
製
造
方
と
し

て
造
船
事
務
の
一
切
を
担
当
さ
せ
た
。

　

造
船
所
の
敷
地
は
、
藩
士
榎
本
伊
豆

の
給
領
地
お
よ
び
今
浦
新
地
で
、
船
の

製
造
中
、
藩
が
借
り
上
げ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
な
お
今
浦
新
地
は
、
安
政
２

年
完
成
の
姥

う
ば
く
ら倉

運
河
を
開
削
し
た
際
に

出
た
土
砂
に
よ
る
埋
立
地
で
、
外
縁
の

防
波
堤
も
運
河
の
開
削
時
に
出
た
岩
石

で
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
年
５
月
、
バ
ッ
テ
ー
ラ
の
建
造
が

開
始
さ
れ
、
６
月
末
に
完
成
し
た
。
全

長
約
８
ｍ
の
帆
船
で
あ
っ
た
。

　

恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
は
、
日
本
に

お
け
る
造
船
近
代
化
の
最
初
期
の
様
相

を
伝
え
る
貴
重
な
遺
跡
で
あ
り
、
ま
た
、

ロ
シ
ア
式
の
軍
艦
建
造
お
よ
び
オ
ラ
ン

ダ
式
の
軍
艦
建
造
の
遺
構
が
共
存
す
る

唯
一
の
事
例
で
も
あ
る
。
在
来
技
術
に

洋
式
技
術
を
融
合
さ
せ
て
軍
艦
が
建
造

構
成
資
産
の
紹
介（
４
）恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
と
萩

さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
、
造
船
近
代
化

の
過
渡
的
段
階
を
示
し
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
、
船
の
建
造
は
厳
し
く

制
限
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
徳
川

幕
府
が
寛
永
12
年
（
１
６
３
５
）、
諸

藩
の
水
軍
力
を
弱
体
化
さ
せ
る
た
め
、

５
０
０
石こ

く

積
み
以
上
の
大お

お
ぶ
ね船

の
建
造
を

禁
止
し
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
幕

府
は
、
嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）
の
ペ

は
蒸
気
船
の
建
造
も
試
み
た
が
、
わ
ず

か
な
蘭
書
の
知
識
に
よ
る
自
力
で
の
建

造
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
と
、
欧

米
列
強
か
ら
の
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。
わ
が
国
で
は
、
こ
の
試

行
錯
誤
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
外
国
機

械
や
外
国
人
技
術
者
が
積
極
的
に
導
入

さ
れ
、
わ
ず
か
50
年
間
で
急
速
に
造
船

の
近
代
化
が
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

長
州
藩
は
、安
政
元
年
（
１
８
５
４
）

２
月
に
幕
府
か
ら
大
船
の
建
造
を
要
請

さ
れ
た
。
し
か
し
長
州
藩
は
、
相
次
ぐ

風
水
害
に
加
え
、
相

そ
う
し
ゅ
う州

警
衛
（
相
模

国
側
の
江
戸
湾
防
備
）
な
ど
に
よ
り
出

費
が
増
加
し
て
極
度
の
財
政
難
に
陥
っ

て
い
た
た
め
、
消
極
的
な
対
応
し
か
で

き
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
長
州
藩
を
動
か
し

た
の
は
、
藩
士
木
戸
孝
允
（
桂
小
五

郎
）
で
あ
る
。
木
戸
は
、
浦
賀
奉
行
所

与よ
り
き力

の
中
島
三
郎
助
に
師
事
し
、
洋
式

造
船
技
術
を
学
ん
だ
。
中
島
は
、
安
政

元
年
５
月
に
国
産
初
の
洋
式
帆
走
軍
艦

鳳ほ
う
お
う
ま
る

凰
丸
を
完
成
さ
せ
て
い
た
。

　

安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
６
月
、
大

船
製
造
御
用
の
藩
命
を
受
け
た
萩
の
御

手
大
工
藤
井
勝
之
進
が
浦
賀
へ
派
遣
さ

れ
た
。
木
戸
は
藤
井
を
中
島
に
紹
介
し
、

と
も
に
軍
艦
建
造
の
技
術
を
学
ん
だ
。

　

中
島
は
木
戸
に
対
し
、
幕
府
が
伊
豆

半
島
の
戸へ
だ
む
ら

田
村
（
現
静
岡
県
沼
津
市
）

で
、
ヘ
ダ
号
の
設
計
図
を
も
と
に
同
型

の
船
を
建
造
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

地
へ
行
く
よ
う
に
勧
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
機
に
長
州
藩
で
も
同
型
の
船
を

造
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
と
教
示
し
た
。

ヘ
ダ
号
は
、
ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
の
乗
船
デ
ィ
ア
ナ
号
が
沈
没
し
た
た

め
、
急
き
ょ
、
代
船
と
し
て
建
造
さ
れ

た
ス
ク
ー
ナ
ー
（
君
沢
型
）
で
、
船
名

は
戸
田
と
い
う
地
名
に
由
来
す
る
。

　

ま
も
な
く
木
戸
は
藩
に
対
し
、
戸
田

の
船
大
工
を
招

し
ょ
う
へ
い

聘
し
て
軍
艦
を
建
造
す

べ
き
で
あ
る
と
意
見
す
る
。
同
年
11
月
、

長
州
藩
は
木
戸
に
対
し
、
戸
田
の
造
船

所
を
視
察
す
る
よ
う
命
じ
た
。

　

安
政
３
年
（
１
８
５
６
）
１
月
、
藩

命
に
よ
り
船
大
工
棟
梁
の
尾
崎
小
右
衛

門
が
江
戸
へ
向
け
て
出
発
す
る
。
尾
崎

は
、
２
月
に
江
戸
に
到
着
す
る
や
情
報

を
収
集
し
、
幕
府
若
年
寄
本
多
忠た

だ
の
り
徳
の

家
臣
で
船
大
工
棟
梁
の
高
崎
伝
蔵
、
お

よ
び
船
大
工
藤
吉
が
ス
ク
ー
ナ
ー
建
造

の
功
労
者
で
あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め
る
。

　

尾
崎
は
、
木
戸
の
師
で
あ
る
斎
藤
弥

九
郎
が
高
崎
と
懇
意
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
接
触
を
果
た
し
、
品
川
沖
に
停
泊

中
の
ス
ク
ー
ナ
ー
を
密
か
に
見
学
す
る

機
会
を
得
て
江
戸
の
藩
邸
に
報
告
し
た
。

構
成
資
産
と
し
て
の
価
値

長
州
藩
初
の
洋
式
軍
艦

丙へ
い
し
ん
ま
る

辰
丸
の
建
造

リ
ー
来
航
に
よ
っ
て
、
従
来
の

日
本
の
船
で
は
欧
米
列
強
の
軍

艦
に
対
抗
で
き
な
い
こ
と
を
認

識
し
、
大
船
建
造
の
禁
止
令

を
撤
廃
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
幕
府
は
も
と
よ
り
、
水
戸

藩
や
薩
摩
藩
、
佐
賀
藩
、
長
州

藩
（
萩
藩
）
な
ど
の
有
力
な
諸

藩
は
、
自
力
で
洋
式
軍
艦
の
建

造
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
幕
末
の

日
本
で
は
、
洋
式
軍
艦
の
う

ち
、
帆
船
で
あ
れ
ば
在
来
の
技

術
で
も
対
応
が
可
能
で
あ
っ
た

が
、
蒸
気
船
の
場
合
は
、
機
械

工
業
の
基
盤
が
な
か
っ
た
た
め

ほ
と
ん
ど
対
応
不
可
能
で
あ
っ

た
。
幕
府
や
佐
賀
藩
、
薩
摩
藩

恵美須ヶ鼻造船所跡の当時から残る堤防
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まちなみの景観に配慮
（高さ・色）したユニクロ
の看板より低い道路標識

　

同
年
６
月
、
長
州
藩
は
幕
府
に
提
出

す
る
ス
ク
ー
ナ
ー
建
造
の
原
案
を
作
成

し
、
藩
内
で
の
協
議
を
経
て
９
月
に
幕

府
に
提
出
し
、
10
月
、
幕
府
か
ら
正
式

に
許
可
さ
れ
た
。
ス
ク
ー
ナ
ー
の
建
造

は
10
月
上
旬
に
開
始
さ
れ
た
と
み
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
ス
ク
ー
ナ
ー
の
建
造
で

残
っ
た
木
材
を
利
用
し
て
コ
ッ
ト
ル
も

製
造
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
12
月
、
ス

ク
ー
ナ
ー
と
コ
ッ
ト
ル
が
完
成
し
、
進

水
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
ス
ク
ー
ナ
ー
は

全
長
約
24
・
５
ｍ
、
排
水
量
47
ト
ン
、

コ
ッ
ト
ル
は
全
長
約
６
ｍ
で
あ
っ
た
。

　

安
政
４
年
（
１
８
５
７
）
１
月
、
ス

ク
ー
ナ
ー
に
帆

は
ん
し
ょ
う

檣
が
建
て
ら
れ
、内
装
・

外
装
と
も
す
べ
て
の
装
備
が
整
い
、
２

月
、
藩
主
観
覧
の
も
と
造
船
所
近
海
で

試
運
転
が
行
わ
れ
た
。
ス
ク
ー
ナ
ー
を

起
工
・
完
成
し
た
安
政
３
年
の
干
支
に

ち
な
み
、
丙へ

い
し
ん
ま
る

辰
丸
と
命
名
さ
れ
た
。
５

月
に
は
尾
崎
小
右
衛
門
が
丙
辰
丸
の
船

長
に
就
任
し
、
試
運
転
が
行
わ
れ
た
。

以
後
、
丙
辰
丸
は
、
藩
の
主
力
艦
と
し

て
海
軍
の
練
習
と
国
産
交
易
の
任
務
を

果
た
す
。

　

造
船
所
は
同
年
８
月
に
閉
鎖
さ
れ
、

９
月
に
は
産
物
方
の
管
理
下
に
入
っ
た
。

な
お
、
丙
辰
丸
に
用
い
ら
れ
た
船
釘
や

碇い
か
りは

、
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
で
生

産
さ
れ
た
鉄
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
長
州
藩
は
、
軍
制
改
革
を

進
め
る
な
か
で
、
海
軍
に
お
い
て
は
洋

式
軍
艦
の
整
備
を
至
急
の
課
題
と
し
た
。

安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
７
月
、
藩
士

山
田
亦ま

た
す
け

介
を
軍
制
改
革
の
総
責
任
者
と

し
て
登
用
す
る
と
と
も
に
、
軍
艦
製
造

御
用
を
も
任
せ
て
、
２
隻
目
の
洋
式
軍

艦
の
建
造
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。

　

新
艦
の
設
計
は
、
浦
賀
で
中
島
三
郎

助
に
学
ん
だ
後
、
長
崎
で
コ
ッ
ト
ル
建

造
を
学
ん
だ
藤
井
勝
之
進
が
担
当
し
た
。

同
年
10
月
、
長
州
藩
は
尾
崎
小
右
衛
門

を
再
び
軍
艦
製
造
御
用
掛
り
に
任
命
し

た
。

　

山
田
亦
介
は
そ
の
間
の
同
年
８
月
、

閉
鎖
さ
れ
て
い
た
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船

所
の
引
き
渡
し
を
受
け
、
安
政
６
年

（
１
８
５
９
）
１
月
以
降
、
木
材
の
確

保
に
取
り
掛
か
っ
た
。

　

同
年
６
月
、
長
州
藩
は
幕
府
に
大
艦

製
造
を
願
い
出
て
、
７
月
に
許
可
を
得

た
。
新
艦
は
６
月
か
ら
建
造
が
開
始
さ

れ
た
と
み
ら
れ
、
７
月
に
船
台
へ
の

竜り
ゅ
う
こ
つ
骨
の
固
定
が
終
わ
り
、
８
月
に
は

肋
骨
の
間
を
詰
め
、
外が

い
は
ん板
を
張
る
作
業

を
行
っ
た
。
こ
の
時
期
、
常
時
１
６
０

～
１
７
０
名
程
度
の
諸
職
人
が
働
い
て

い
た
。

　

ま
た
山
田
亦
介
は
、
尾
崎
小
右
衛
門

と
相
談
し
た
結
果
、
他
藩
か
ら
の
技
術

指
導
者
の
招
聘
が
必
要
と
判
断
し
、
藤

井
勝
之
進
に
そ
の
手
配
を
命
じ
て
い
る
。

藤
井
は
、
長
崎
で
知
己
と
な
っ
た
福
岡

藩
の
船
大
工
本
島
次
郎
左
衛
門
ら
の
内

諾
を
取
り
付
け
、
長
崎
の
船
大
工
棟
梁

駒
次
郎
と
そ
の
弟
子
ら
の
招
致
に
も
成

功
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
庚
申

丸
の
建
造
に
は
長
崎
経
由
で
オ
ラ
ン
ダ

式
の
技
術
が
用
い
ら
れ
た
。

　

同
年
12
月
、
長
州
藩
は
藤
井
百ゆ

り
き
ち

合
吉

を
検
使
役
に
任
じ
、
船
大
工
ら
の
人
員

も
増
員
し
た
。

　

万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
３
月
、
新

艦
の
内
部
工
事
が
終
了
す
る
。
５
月
に

進
水
式
が
挙
行
さ
れ
、
こ
の
年
の
干
支

に
ち
な
ん
で
庚
申
丸
と
命
名
さ
れ
た
。

８
月
、
建

け
ん
し
ょ
う檣

式
お
よ
び
船

ふ
な
だ
ま霊

納
め
の

儀
式
が
行
わ
れ
、
起
工
か
ら
約
１
年
あ

ま
り
で
完
成
し
た
。
庚
申
丸
は
全
長
約

43
・
６
ｍ
、
船
種
は
バ
ー
ク
で
、
お
も

に
練
習
艦
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
総
工

費
は
丙
辰
丸
の
約
５
倍
を
要
し
た
と
い

わ
れ
る
。

　

長
州
藩
で
の
洋
式
軍
艦
建
造
は
以
上

２
隻
の
帆
船
で
途
絶
え
、
以
後
は
お
も

に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
蒸
気
船
を
輸
入
す
る

こ
と
に
な
る
。

二
隻
目
の
洋
式
軍
艦

庚こ
う
し
ん
ま
る

申
丸
の
建
造

軍
艦 

丙
辰
丸
（
山
口
県
文
書
館
蔵
）

　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」の
萩
市
内
の
５

資
産
や
、歴
史
や
文
化
、伝
統
な
ど
、萩

市
内
の
名
所
な
ど
を
紹
介
す
る
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
「『
萩
』と
い
う
名 

の
世
界
遺
産
︲
守
り
、受
け
継
ぐ 

ま
ち

︲
」を
制
作
し
ま
し
た
。

　

こ
の
映
像
は
、萩
市
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴
で
き
る
ほ
か
、

Ｄ
V
Ｄ
の
貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
の
で
、

同
窓
会
等
で
の
上
映
な
ど
に
、ぜ
ひ
ご

　

昨
年
７
月
８
日
に
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」。

萩
市
に
は
、萩
反
射
炉
、恵え

び

す

が

美
須
ヶ
鼻は

な

造

船
所
跡
、大お

お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
、萩

城
下
町
、松
下
村
塾
と
５
つ
の
資
産
が

あ
り
ま
す
が
、資
産
ま
で
の
ル
ー
ト
を

示
す
大
型
の
道
路
案
内
標
識
が
、市
内

萩警察署前交差点

世
界
遺
産
ま
で

道
路
案
内
標
識

大
型
の
看
板
で
分
か
り
や
す
く

同
窓
会
等
へ

貸
し
出
し
ま
す

世界遺産登録から１年！

活
用
く
だ
さ
い
。

■
種
類　

13
分
版
（
日
本
語
、英
語
。ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
字
幕
） 

３
分
版
（
日
本

語
、英
語
、韓
国 

語
、中
国
語
〔
簡
体
字
、

繁
体
字
〕。 

字
幕
の
み
）

■
申
し
込
み

萩
市
観
光
課

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
９
）

▽
萩
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
（http://hagishi. com

/

）

の
37
カ
所
に
設
置
さ
れ
、目
的
地
ま
で

一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

標
識
は
、鹿
児
島
県
な
ど
７
県
の
統

一
デ
ザ
イ
ン
で
、国
土
交
通
省
（
国

道
１
９
１
号
等
）と
山
口
県
（
国
道

２
６
２
号
・
３
１
５
号
、県
道
）が
設
置
。

７
県
に
先
駆
け
て
、萩
市
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。　

萩
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
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こ
う
し
た
仕
事
が
で
き
た
背
景
に
は
、

亡
き
父
、
知と
も
き紀
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

　

父
は
、
生
粋
の
萩
出
身
者
（
昭
和
34

年
萩
高
卒
）
で
、
実
は
、
14
年
前
、
こ

の
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
」
に
寄
稿
し
て
い

ま
す
。
新
聞
社
を
退
職
し
た
後
、
平
成

８
年
に
故
郷
の
萩
に
戻
っ
て
、
郷
土
史

家
と
し
て
大
好
き
な
歴
史
の
研
究
を
し

て
い
ま
し
た
。
前
述
の
道
迫
さ
ん
や
近

藤
さ
ん
は
、
同
じ
歴
史
の
研
究
を
通
じ

て
、
父
と
親
交
の
あ
っ
た
方
々
で
、
ま

さ
に
、
親
子
二
代
に
わ
た
っ
て
の
長
い

お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

私
の
初
任
地
時
代
の
夢
は
、
父
を
取

材
し
て
、
番
組
を
作
る
こ
と
で
し
た
が
、

果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
10

午
後
６
時
10
分
～
７
時
、
山
口
県
内
向

け
）
の
中
で
、
ド
ラ
マ
に
関
す
る
様
々

な
情
報
を
お
伝
え
す
る
「
花
燃
ゆ
維
新

塾
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
、
他
の
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
と
と
も
に
一
年
以
上
担
当
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
番
組
や
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
、
主
演
の
井
上
真
央
さ

ん
や
高
杉
晋
作
役
の
高こ

う
ら良

健
吾
さ
ん
な

ど
、
多
く
の
俳
優
の
方
た
ち
と
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
私
が
最

も
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
地
元
萩
の

方
々
と
一
緒
に
番
組
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　

特
に
、
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
の

道ど
う
さ
こ迫

真
吾
さ
ん
に
は
、「
花
燃
ゆ
維
新

塾
」
の
立
ち
上
げ
か
ら
、“
知
恵
袋
”

と
し
て
お
世
話
に
な
り
、
最
終
回
に

は
、
ス
タ
ジ
オ
に
出
演
し
て
、「
花
燃

ゆ
」
が
山
口
県
に
残
し
た
意
義
に
つ
い

て
、
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
迫
さ
ん
と
、
萩
市
内
に
あ

る
ジ
ャ
ズ
喫
茶
の
マ
ス
タ
ー
、
増

ま
す
も
と本
義

隆
さ
ん
に
ご
出
演
い
た
だ
き
、
お
と
と

し
（
平
成
26
年
）
８
月
に
、
お
よ
そ
６

時
間
に
わ
た
っ
て
全
国
放
送
し
た
「
山

口
発　

ラ
ジ
オ
深
夜
便
～
維
新
の
ふ
る

さ
と
・
萩
を
愛
し
て
」
も
、
萩
の
魅
力

満
載
で
お
送
り
で
き
、
個
人
的
に
思
い

出
深
い
仕
事
で
す
。

　

松
陰
神
社
の
上
田
俊と

し
し
げ成

宮
司
や
松

陰
神
社
「
至
誠
館
」
前
館
長
の
近
藤
隆

彦
さ
ん
な
ど
萩
の
み
な
さ
ん
に
、「
花

燃
ゆ
」
や
世
界
遺
産
関
連
の
仕
事
で
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口  

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

（
本
籍
萩
市
、山
口
市
在
住
、45
歳
）

北き
た
む
ら村  

紀き
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん

世
界
遺
産
と
大
河
ド
ラ
マ
を

伝
え
て

父
か
ら
受
け
継
い
だ

「
ふ
る
さ
と
萩
」

胸
を
張
っ
て

「
萩
が
ふ
る
さ
と
」と
言
え
ま
す

　

私
た
ち
は
、
地
元
の
放
送
局
と
し
て
、

２
年
前
か
ら
継
続
し
て
、「
花
燃
ゆ
」

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
番
組
を
お
送
り

し
て
き
ま
し
た
。

　

地
元
が
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
に
な
る

と
い
う
絶
好
の
機
会
を
生
か
し
て
、
私

は
、
必
死
に
歴
史
を
勉
強
し
直
し
、
夕

方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
「
情
報
維
新
！
や

ま
ぐ
ち
」（
総
合
テ
レ
ビ　

月
～
金　

年
以
上
の
時
を
経
て
、
私
は
、
再
び
山

口
に
戻
り
、
い
わ
ば
“
父
の
遺
産
”
と

も
い
え
る
萩
の
方
々
の
力
を
お
借
り
し

て
、
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

今
は
、
胸
を
張
っ
て
、「
萩
が
ふ
る

さ
と
」と
言
え
ま
す
。今
回
、こ
の「
ズ
ー

ム
ア
ッ
プ
」
へ
の
寄
稿
の
お
話
を
い
た

だ
い
た
こ
と
は
、
地
元
萩
の
み
な
さ
ん

に
少
し
は
認
め
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
萩
ゆ
か
り
の
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
し
て
、
末
長
く
応
援
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
！

　

な
お
、
今
月
（
７
月
）
下
旬
に
は
、

父
の
十
三
回
忌
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
こ
の
文
章
を
書
か
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
不
思
議
な
縁
を

感
じ
ま
す
。

　

私
が
、
３
年
前
に
初
任
地
の
山
口
に

戻
っ
て
き
て
、
最
も
印
象
に
残
っ
て

い
る
出
来
事
は
、
去
年
（
平
成
27
年
）、

松
下
村
塾
な
ど
萩
の
構
成
資
産
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
と
、
萩
を
主

な
舞
台
に
し
た
大
河
ド
ラ
マ「
花
燃
ゆ
」

が
放
送
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
１
月　

愛

媛
県
松
山
市
生
ま
れ
。
兵
庫
県
姫
路

市
育
ち
。

父
、
知と

も
き紀
（
平
成
16
年
７
月
死
去
）

が
萩
出
身
で
本
籍
は
萩
市
。
実
家
が

萩
市
江
向
に
あ
る
。

平
成
６（
１
９
９
４
）年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
入
局
。

山
口
、
長
野
、
仙
台
、
岡
山
、
大
阪
、

奈
良
の
各
放
送
局
を
経
て
、
平
成
25

年
、
15
年
ぶ
り
に
、
初
任
地
・
山
口

に
戻
る
。

山
口
県
内
向
け
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を

担
当

歴
史
に
つ
い
て
講
演
す
る
北
村
さ
ん

の
亡
き
父
、
知と
も
き紀

さ
ん
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４
月
14
日
夜
と
16
日
未
明
に
、
熊
本

地
方
を
震
源
と
す
る
、
震
度
７
の
地
震

を
観
測
。
熊
本
市
や
益
城
町
を
は
じ

め
、
近
隣
の
市
町
で
大
き
な
被
害
が
発

生
し
、
今
も
な
お
多
く
の
方
が
避
難
生

活
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
の
復
旧
作
業
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

萩
市
で
も
、
地
震
発
生
直
後
の
４
月

松
陰
の
盟
友
、
宮
部
鼎て
い
ぞ
う
蔵
の
ふ
る
さ
と
御み
ふ
ね船
町ま
ち

も
被
災

　

〜
熊
本
地
震
へ
支
援
を
行
い
ま
し
た

　

吉
田
松
陰
の
盟
友
、
宮
部
鼎て

い
ぞ
う

蔵
の
ふ

る
さ
と
で
あ
る
熊
本
県
御
船
町
も
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。御
船
町
に
も
、

４
月
30
日
か
ら
約
２
カ
月
間
、
事
務
職

員
を
派
遣
。
被
災
者
の
生
活
再
建
支
援

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
相
談
対
応
な

ど
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
い
ち
早
く
４
月
15
日
か

ら
５
月
末
ま
で
義
援
金
を
受
付
。
６
月

に
は
熊
本
県（
２
９
８
万
５
９
５
４
円
）

と
熊
本
県
御
船
町
（
１
０
０
万
円
）
に

お
届
け
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
７
月
の
萩
市
東
部
集
中
豪

雨
災
害
で
は
、
萩
市
も
多
く
の
自
治
体

の
応
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援

を
い
た
だ
き
、
復
旧
活
動
の
助
け
、
そ

し
て
、復
興
へ
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

本
州
と
四
国
、
瀬
戸
内
海
の
島
々

を
つ
な
ぐ
フ
ェ
リ
ー
が
多
数
行
き

来
す
る
宇
野
港
。「
瀬
戸
内
芸
術
祭

２
０
１
６
」
へ
の
玄
関
口
と
な
る
宇

野
港
（
玉
名
市
）
の
築
港
を
推
進
し

た
の
は
、
萩
出
身
の
岡
山
県
知
事
・

檜
垣
直
右
で
し
た
。

　

児
島
湾
（
岡
山
市
）
干
拓
を
推
進

岡
山
県「
宇
野
港
」開
港
の
立
役
者
は

萩
出
身
の
檜ひ

が
き垣
直な

お
す
け右

萩ゆかりの施設

檜垣直右の銅像（玉名市）

熊
本
地
震
被
災
者
の
皆
さ
ま
に

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

歌
碑
な
ど
被
害
を
受
け
た「
鼎
て
い
し
ゅ
ん
え
ん

春
園
」

（
御
船
町
）。公
園
中
央
に
は
高
さ
５
ｍ

の
宮
部
鼎
蔵
の
顕
彰
碑
、右
が
銅
像

16
日
か
ら
６
日
間
、
消
防
職
員
を
南
阿

蘇
村
に
派
遣
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
や

被
災
者
等
の
救
急
活
動
を
実
施
。
水
道

職
員
は
４
月
16
日
か
ら
９
日
間
、
熊
本

市
で
タ
ン
ク
車
に
よ
る
給
水
活
動
に
よ

る
支
援
、
保
健
師
１
人
も
５
月
27
日
か

ら
７
日
間
、
南
阿
蘇
村
で
相
談
や
家
庭

訪
問
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

し
た
萩
出
身
の
藤
田
伝
三
郎
な
ど
、

岡
山
県
と
萩
市
と
は
深
い
つ
な
が
り

が
あ
り
ま
す
。

　

宇
野
港
は
明
治
42
年（
１
９
０
９
）

完
成
、
翌
年
、
宇
高
線
と
宇
高
航
路

が
開
通
し
ま
し
た
。昭
和
５
年（
１
９

３
０
）
に
は
宇
野
港
は
岡
山
県
最
初

の
外
貨
商
港
と
し
て
開
港
指
定
を
受

け
、
玉
野
市
の
発
展
の
礎
と
な
り
ま

し
た
。

　

宇
野
港
の
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
に

建
つ
檜
垣
直
右
の
銅
像
は
、
昭
和
55

年
（
１
９
８
０
）
卓
越
し
た
先
見
性

と
英
断
を
顕
彰
し
て
、
宇
野
港
開
港

50
年
と
市
制
40
年
を
記
念
し
て
建
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
光
塩
学
院
の
円
型
校
舎
が
耐
震

化
に
伴
い
解
体
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
、
５
月
２
日
・
７
日
、
お
別
れ
見

学
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

校
舎
は
１
９
５
５
年（
昭
和
30
年
）

に
完
成
し
延
べ
床
面
積
１
６
４
２
㎡

の
３
階
建
て
、
直
径
25
ｍ
の
円
型
校

舎
は
中
央
に
ら
せ
ん
状
の
階
段
が
あ

り
、
教
室
が
扇
型
に
配
置
さ
れ
た
珍

し
い
構
造
で
す
。
62
年
間
に
わ
た
り
、

学
院
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
市

民
に
も
な
じ
み
の
景
観
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

見
学
会
は
同
窓
生
の
強
い
要
望
で

実
現
し
、
不
用
に
な
っ
た
学
校
の
備

品
と
光
塩
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
も
あ

り
、
４
０
０
人
以
上
の
市
民
や
卒
業

生
が
昔
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

さ
よ
な
ら
、
円
型
校
舎
。

萩
光
塩
学
院
、
解
体
前
に
見
学
会

   

中
村
柔や

す
み
ち道

校
長
は
「
私
自
身
、

幼
稚
園
か
ら
小
学
校
ま
で
を
こ
の
学

院
で
過
ご
し
、
思
い
出
の
あ
る
校
舎

の
解
体
を
決
断
す
る
こ
と
に
大
き
な

寂
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

“
光
塩
”
が
永
続
し
て
発
展
す
る
た

め
に
、
大
き
な
変
革
を
決
断
し
、
改

善
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。」
と

語
り
ま
し
た
。

　

な
お
、新
校
舎
は
７
月
下
旬
に
着

工
し
、来
年
３
月
に
完
成
す
る
予
定

で
す
。

沿革
1890　明治23年　修善講設置
1903　明治36年　萩婦人会修善女学校
1939　昭和14年　修善高等家政女学校
1943　昭和18年　修善高等女学校と改称
1948　昭和23年　萩女子学園と改称
1952　昭和27年　合併により萩光塩学院
1955　昭和30年　東田町毛利氏別邸校地
　　　　　　　　　内に円型校舎が落成　

メルセス会や多くの姉妹校の協
力によって建てられた円型校舎

中村柔道校長

学
校
だ
よ
り
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昨
年
度
、
約
１
億
３
８
０
０
万
円
も

の
金
額
が
萩
市
に
寄
せ
ら
れ
た
「
ふ
る

さ
と
寄
付
（
納
税
）」。
１
２
１
品
目
あ

る
返
礼
品
の
中
で
一
番
人
気
の
品
が
、

山
口
萩
ビ
ー
ル
株
式
会
社
が
醸
造
す
る

「
チ
ョ
ン
マ
ゲ
ビ
ー
ル
」
で
す
。
同
社

並
び
に
、
株
式
会
社
岸
田
商
会
の
代
表

取
締
役
で
あ
る
大
中
隆
義
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

チ
ョ
ン
マ
ゲ
ビ
ー
ル
は
、
私
が
30
歳

の
時
に
会
社
を
設
立
し
、
今
年
で
20
年

目
を
迎
え
ま
す
。
家
業
で
あ
る
岸
田
商

会
を
継
ぐ
た
め
、
６
年
間
務
め
た
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
飲
料
を
退
職
し
、
帰
郷
し
た

２
年
後
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
、
ビ
ー

ル
製
造
の
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
、
各
地

に
小
規
模
の
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
が
誕
生

し
、
地
ビ
ー
ル
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
ま

し
た
。
私
も
地
ビ
ー
ル
造
り
に
興
味
が

あ
り
、
新
潟
県
に
あ
る
全
国
第
一
号
の

醸
造
所
を
視
察
し
た
と
こ
ろ
、
普
段
飲

ん
で
い
る
ビ
ー
ル
が
薄
く
感
じ
る
ほ
ど

の
お
い
し
さ
に
衝
撃
を
受
け
た
の
で
す
。

萩
で
地
ビ
ー
ル
を
造
れ
ば
、
観
光
客
を

呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
、
地
元
の
人
に

も
こ
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、
酒
類
の
卸

売
も
行
っ
て
い
る
岸
田
商
会
の
販
路
も

生
か
せ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
い
、
事
業
を
立
ち
上
げ
た
の
で

し
た
。

　

醸
造
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
私
は

地
ビ
ー
ル
の
先
進
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

へ
渡
り
、
２
カ
月
間
、
現
地
の
醸
造
所

で
ビ
ー
ル
造
り
に
つ
い
て
学
び
、
さ
ま

ざ
ま
な
ビ
ー
ル
を
試
し
ま
し
た
。
日
本

の
大
手
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
て

い
る
の
は
、
キ
レ
や
飲
み
や
す
さ
を
重

視
し
た
下
面
発
酵
タ
イ
プ
の
「
ピ
ル
ス

ナ
ー
」
と
い
う
種
類
な
の
で
す
が
、
地

ビ
ー
ル
で
は
、
香
り
や
コ
ク
の
あ
る
上

面
発
酵
タ
イ
プ
の
も
の
が
多
く
、
醸
造

方
法
の
違
い
や
原
料
の
種
類
に
よ
っ
て
、

味
や
香
り
、
色
が
異
な
る
個
性
豊
か
な

ビ
ー
ル
に
仕
上
が
り
ま
す
。

　

弊
社
で
は
、
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
香

り
が
特
徴
で
、
比
較
的
苦
み
が
少
な

く
、
地
ビ
ー
ル
初
心
者
で
も
飲
み
や

す
い
「
ペ
ー
ル
エ
ー
ル
」、「
ア
ル
ト
」、

「
ウ
ィ
ー
ト
」
の
３
種
類
を
醸
造
。
同

じ
上
面
発
酵
タ
イ
プ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

原
料
で
あ
る
麦
、
ホ
ッ
プ
、
酵
母
の
種

類
や
配
合
は
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個

性
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
、
飲
食
店
向
け
に
醸
造

し
て
い
た
「
ピ
ル
ス
ナ
ー
」
の
一
般
販

売
も
始
め
ま
し
た
。「
萩
」
と
い
う
土

地
が
持
つ
ブ
ラ
ン
ド
力
や
、
商
品
名
と

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
面
白
さ
、
そ
し
て
、「
飲

み
や
す
く
て
お
い
し
い
」
と
い
っ
た
口

コ
ミ
な
ど
に
よ
り
、
観
光
客
を
中
心
に

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

チ
ョ
ン
マ
ゲ
ビ
ー
ル
が
、「
ふ
る
さ

と
寄
付
」
の
返
礼
品
と
し
て
一
番
人
気

と
な
っ
て
い
る
理
由
は
不
明
で
す
が
、

こ
こ
数
年
、
売
り
上
げ
は
右
肩
上
が
り

で
伸
び
て
い
ま
す
。
近
年
、
都
市
部
で

は
、
国
内
外
の
地
ビ
ー
ル
を
集
め
た
専

門
店
や
イ
ベ
ン
ト
が
増
え
て
お
り
、
再

び
ブ
ー
ム
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
弊
社

も
お
声
か
け
い
た
だ
く
こ
と
が
増
え
て

お
り
、
今
後
も
、
そ
の
需
要
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
加
え

て
、
台
湾
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
輸

出
し
て
お
り
、
今
夏
に
は
、
ア
メ
リ
カ

で
も
販
売
が
始
ま
る
見
込
み
で
す
。
年

間
40
～
50
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
ビ
ー
ル
を

醸
造
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
瓶
詰
め

の
機
械
や
タ
ン
ク
を
増
設
し
、
更
に
生

産
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
既
に
主
流
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
国
内
の
大

手
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
で
も
苦
み
の
強
い

ビ
ー
ル
が
増
え
、
人
気
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
実
は
、
チ
ョ
ン
マ
ゲ
ビ
ー
ル
も

味
覚
や
好
み
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
味

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、
新
た
に
苦
み
が
強
い
タ
イ
プ

の
ビ
ー
ル
も
開
発
し
、
販
売
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ー
ル
は
、
温
度
変
化
や
直
射
日
光
、

振
動
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
味
が
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
都
市
部
で
の
人

気
が
高
ま
る
一
方
で
、
本
来
は
鮮
度
の

良
い
、
醸
造
所
の
煙
突
が
見
え
る
範
囲

で
販
売
す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
り
、
そ

れ
が
一
番
お
い
し
い
飲
み
方
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
萩
に
飲
み
に
来

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
し
、
地
元
の
方

た
ち
に
も
飲
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
ね
。

（萩商業高校昭和 60 年卒、50 歳）代表取締役 大
お お な か

中 隆
た か よ し

義さん

株式会社山口萩ビール

萩 の 元 気 な 企 業 探 訪
シリーズ●

岸
田
商
会
の
新
事
業
と
し
て

飲
み
や
す
い
地
ビ
ー
ル
を

再
び
到
来
し
た

地
ビ
ー
ル
ブ
ー
ム

理
想
は
「
醸
造
所
の
煙
突

が
見
え
る
範
囲
」

「ふるさと寄付」お礼の品　人気No. １

ご購入は「チョンマゲビール ショッピングサイト」から
萩市土原 608-1 ☎ 0838・25・5700
★２名様にプレゼント
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須
佐
地
域
の
観
光
振
興
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
須
佐
観
光
協
会
が
、

今
年
１
月
、「
須
佐
お
も
て
な
し
協
会
」

と
し
て
法
人
化
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
会
長
の
山
本
隆
志
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
徳
島
県
三
好
市
で
生
ま
れ
育

ち
、
高
校
卒
業
後
は
、
大
阪
で
印
刷
加

工
業
の
会
社
を
設
立
。
27
歳
の
時
、
須

佐
出
身
の
妻
と
結
婚
し
ま
し
た
。
妻
の

実
家
は
、
輸
出
用
梱
包
資
材
を
製
造
や

タ
ク
シ
ー
業
も
営
ん
で
お
り
、
35
歳
の

時
、
家
業
の
興
和
産
業
株
式
会
社
の
継

ぐ
た
め
に
帰
郷
。
14
年
前
か
ら
、
社
長

を
務
め
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
タ
ク
シ
ー
業
を
営
ん
で
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
観
光
振
興
に
も
携
わ

る
よ
う
に
な
り
、
平
成
20
年
に
須
佐
観

光
協
会
の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

須
佐
で
は
、
近
年
、「
須
佐
湾
遊
覧

船
」
と
「
須
佐
男
命
（
み
こ
と
）
い
か
」

の
人
気
が
高
く
、
ツ
ア
ー
客
を
は
じ
め
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

須
佐
湾
遊
覧
船
は
、
大
型
連
休
や
夏

休
み
期
間
を
中
心
に
、
４
年
前
か
ら
本

格
運
行
を
始
め
、「
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
」

や
「
屏
風
岩
」
な
ど
、
国
の
名
勝
・
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
須
佐
湾

を
周
遊
し
て
い
ま
す
。
漁
師
が
操
縦
す

る
イ
カ
釣
り
漁
船
に
乗
り
込
み
、
海
上

か
ら
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
絶
景

を
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、
年
々
、
利
用

客
が
増
加
し
、
昨
年
は
３
２
７
３
人
の

お
客
様
に
ご
乗
船
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

萩
市
で
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
須
佐
湾
は
地
質
学
の
宝
庫
で
あ
り
、

今
後
は
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
も

で
き
る
「
ジ
オ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」
の
要

素
も
取
り
入
れ
、
更
な
る
集
客
を
目
指

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

ま
た
、
須
佐
男
命
い
か
は
、
地
元
の

漁
師
と
飲
食
店
が
連
携
し
、
活
イ
カ
料

理
を
提
供
。
透
明
な
活
き
た
イ
カ
を
食

べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
都
市
部
の
観
光

客
を
中
心
に
喜
ば
れ
て
お
り
、
活
イ
カ

を
目
的
に
年
間
２
万
人
の
方
た
ち
が
須

佐
を
訪
れ
る
ほ
ど
の
人
気
で
す
。
い
ず

れ
も
、
都
会
で
は
得
ら
れ
な
い
感
動
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
須
佐
の
観
光
振

興
に
大
き
な
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

　

須
佐
観
光
協
会
は
、
昭
和
20
年
代
に

発
足
し
て
以
来
、
任
意
団
体
と
し
て
須

佐
地
域
の
観
光
振
興
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
遊
覧
船
や

男
命
い
か
を
求
め
て
訪
れ
る
ツ
ア
ー
客

が
増
加
。
今
後
更
な
る
集
客
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
も
、
社
会
的
な
信
用
が
得

ら
れ
、
組
織
と
し
て
の
責
任
も
明
確
化

で
き
る
よ
う
法
人
化
す
る
こ
と
と
な
り
、

平
成
28
年
１
月
、
一
般
社
団
法
人
須
佐

お
も
て
な
し
協
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
名
所
や
特
産
品
は
、
ど

こ
の
観
光
地
に
も
あ
り
ま
す
が
、「
お

も
て
な
し
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
遊
覧
船
の
案
内

は
、
協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が

行
っ
て
い
ま
す
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

あ
っ
て
な
い
よ
う
な
も
の
で
、
案
内
の

仕
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
客
層
や
反

応
に
よ
っ
て
語
り
口
を
変
え
た
り
、
歌

を
歌
っ
て
み
た
り
。
そ
れ
も
や
は
り
、

お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
「
お
も
て
な
し
」
の
一
つ
の
形
で

す
。
こ
れ
は
、
追
求
し
て
も
尽
き
る
こ

と
の
な
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
の
気
持

ち
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
観
光
客
だ
け
で
な

く
、
地
域
住
民
に
対
し
て
も
同
じ
で
す
。

　

将
来
的
に
は
、
Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
で
運
営

し
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

須
佐
」
の
規
模
を
拡
張
し
、
旬
の
野
菜

須
佐
湾
遊
覧
船
・
須
佐
男み

こ
と命
い
か

一
般
社
団
法
人 

須
佐
お
も
て
な
し
協
会
会
長

山
本 

隆た
か
し志

さ
ん
（
67
歳
）

や
水
産
物
な
ど
を
販
売
し
た
り
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
高
齢
者
が
休
憩

で
き
る
よ
う
な
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

た
り
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
や
住
民
同

士
が
触
れ
合
え
る
憩
い
の
場
所
も
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
須
佐
は
高
齢
者
が

多
く
、
夕
方
に
な
る
と
人
通
り
も
少
な

く
な
り
ま
す
。
せ
め
て
、
昼
間
だ
け
で

も
に
ぎ
や
か
に
な
れ
ば
、
町
も
活
気
づ

く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

豪
雨
災
害
か
ら
３
年
が
経
ち
、
目
に

見
え
る
形
で
の
復
旧
は
進
ん
で
い
ま
す

が
、
今
で
も
、
心
に
辛
い
想
い
を
抱
え

て
い
る
方
達
が
お
ら
れ
ま
す
。
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
盛
り
上
げ
隊

と
し
て
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
は

何
で
も
す
る
。
そ
ん
な「
お
も
て
な
し
」

の
心
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

■
須
佐
お
も
て
な
し
協
会
事
務
局
（
萩

市
須
佐
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
）

萩
市
須
佐
４
５
７
０
︲
５

☎
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
９

結
婚
を
機
に
、
須
佐
へ

絶
景
と
食
で
観
光
客
が
増
加

任
意
団
体
か
ら
法
人
化
へ

「
お
も
て
な
し
」
を
追
求
す
る

☆「剣先イカの一夜干し」を
２名様にプレゼント

須
佐
男
命
い
か
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史
都
萩
を
愛
す
る
会
は
、「
郷
土
史

お
よ
び
文
化
財
に
対
す
る
認
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
萩
市
の
文
化
財
な
ら

び
に
そ
の
歴
史
的
環
境
の
愛
護
・
保

存
に
寄
与
す
る
た
め
に
」、
明
治
維
新

１
０
０
年
（
１
９
６
８
）
を
前
に
し
た

１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
に
設
立
、
今

年
で
設
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

１
９
８
９
年
に
一
旦
休
止
し
ま
す

が
、
市
民
挙
げ
て
の
保
護
・
保
存
活
動

の
取
り
組
み
が
必
要
と
い
う
声
が
高
ま

り
、萩
開
府
４
０
０
年
（
２
０
０
４
年
）

を
前
に
し
た
、
２
０
０
１
年
（
平
成

13
）
に
松
田
輝
夫
さ
ん
（
90
歳
、椿
東
）

を
会
長
と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。平

成
23
年
５
月
か
ら
は
國
守
進
さ
ん
（
83

歳
、椿
）が
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

■
史
都
萩
へ
の
思
い
は
50
年
前
も
今
も

変
わ
り
な
く

　

会
報
の
創
刊
号
（
67
年
）
の
巻
頭
で
、

林
良
雄
会
長
（
当
時
）
は
、
設
立
に
当

た
っ
て
の
思
い
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
萩
市
の
歴
史
的
遺
産
は
、
殆
ど
全

國く
に
も
り守
進
会
長 

春
の
叙
勲
を
受
章

「
史
都
萩
を
愛
す
る
会
」設
立
50
年

「史都萩」創刊号（1967年）

■
萩
の
歴
史
研
究
に
貢
献

　
　

國
守
会
長
が
春
の
叙
勲

　

教
育
な
ど
公
共
的
な
職
務
に
長
年
従

事
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
春
の
叙
勲

で
、國
守
進
さ
ん
が
文
化
財
保
護
・
教

育
研
究
功
労
の
分
野
で
瑞
宝
中
綬
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

國
守
さ
ん
は
、１
９
８
３
年
（
昭
和

58
）に
萩
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

に
就
任
、萩
市
の
文
化
財
保
護
行
政
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
中
世
史
の
研
究
が
専
門
で
、

１
９
７
４
年
か
ら
山
口
女
子
大
学
（
現

山
口
県
立
大
学
）で
教
壇
に
立
た
れ
、

２
０
１
１
年
に
は
山
口
県
立
大
学
名

誉
教
授
に
就
任
。山
口
市
や
防
府
市
の

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
も
務
め
る
な

ど
、地
域
の
歴
史
教
育
や
研
究
活
動
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
て

の
受
章
。「
こ
れ
か
ら
も
地
元
の
歴
史
や

文
化
を
大
事
に
掘
り
下
げ
、研
究
し
て

残
し
て
い
く
仕
事
を
し
た
い
」と
決
意

を
新
た
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
萩
市
民
が
意
識
的
に
保
存
に
努
め
て

残
し
た
も
の
で
は
な
く
、
自
然
に
残
っ

た
も
の
で
（
中
略
）
明
治
百
年
を
迎
え

た
今
日
は
、
あ
た
か
も
江
戸
時
代
の
建

築
の
建
替
え
期
に
当
た
る
も
の
も
多
く

（
中
略
）
一
つ
の
危
機
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
自
然
的
保
存
は
そ
の
限
界
点
に

達
し
、
今
日
以
後
史
都
の
姿
を
保
存
し

よ
う
と
す
れ
ば
、
自
然
的
保
存
か
ら
、

人
為
的
意
識
的
保
存
に
切
り
換
え
な
け

れ
ば
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
」（
抜
粋
）。

　

明
治
維
新
か
ら
１
０
０
年
が
経
過
し

た
50
年
前
、
す
で
に
多
く
の
城
下
町
は

往
時
の
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
、「
史
都

萩
の
た
た
ず
ま
い
は
、
往
昔
の
萩
城
下

住
人
が
造
り
残
し
て
く
れ
た
遺
産
で
は

あ
り
ま
す
が
（
中
略
）
今
や
貴
重
な
観

光
資
源
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
ま
い
り

ま
し
た
」と
林
会
長
も
記
し
て
い
ま
す
。

■
誇
り
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
「
ま
ち
」

　

萩
で
は
、明
治
維
新
か
ら
50
年
が
過

ぎ
た
１
９
２
０
年
（
大
正
９
）頃
か
ら
、

歴
史
上
の
出
来
事
や
人
物
が
再
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
松

下
村
塾
や
歴
史
上
の
人
物
の
旧
宅
、史

跡
な
ど
が
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
、

保
存
・
保
全
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
萩
に
と
り
、誇
り
と
す
べ
き

も
の
を
再
発
見
・
共
有
し
、継
承
す
る

活
動
と
い
え
ま
す
。早
い
時
期
か
ら
の

取
り
組
み
や
、史
都
萩
を
愛
す
る
会
な

ど
の
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
で
、今
の
萩

の
町
な
み
が
残
っ
た
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
活
性
化
の
た
め
に
萩
の
特
産

品
を
利
用
し
た
商
品
開
発
を
進
め
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
萩
の
夏
み
か
ん
ク

リ
エ
イ
ト
が
、
夏
み
か
ん
菓
子
や
夏

み
か
ん
の
花
か
ら
と
っ
た
蜂
蜜
な
ど

を
詰
め
合
わ
せ
た
新
商
品
「
萩
れ
が

し
い
」
を
発
売
し
ま
し
た
。
理
事
長

は
、
清
水
明
人
さ
ん
（
70
歳
、
堀
内
、

萩
高
昭
和
39
年
卒
）。

　

商
品
は
、
夏
み
か
ん
の
果
皮
を

使
っ
た「
ほ
ろ
に
が
ピ
ー
ル
」と「
ほ

ろ
に
が
マ
ー
マ
レ
ー
ド
」、
夏
み
か

ん
の
白
い
花
か
ら
と
っ
た
蜂
蜜
「
萩

み
つ
」
の
３
品
セ
ッ
ト
が
３
０
０
０

円
。
さ
ら
に
、
萩
の
海
水
を
登
り
窯

で
煮
詰
め
て
作
っ
た
「
萩
の
塩
」
と

「
萩
焼
の
小
物
入
れ
」
を
加
え
た
５

品
セ
ッ
ト
が
５
５
０
０
円
の
２
種
類

で
す
。

　

ピ
ー
ル
は
夏
み
か
ん
の
ほ
ろ
苦
さ

と
甘
酸
っ
ぱ
さ
の
バ
ラ
ン
ス
が
絶
妙

で
、
マ
ー
マ
レ
ー
ド
と
蜂
蜜
は
夏
み

夏
み
か
ん
で
新
商
品

「
萩
れ
が
し
い
」
発
売
！

か
ん
の
さ
わ
や
か
な
風
味
と
香
り
が

楽
し
め
る
自
慢
の
逸
品
が
生
ま
れ
ま

し
た
。　

　

現
在
は
市
内
の
道
の
駅
「
萩
往

還
」と
今
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・

オ
ー
プ
ン
し
た
堀
内
の
「
萩
夏
み
か

ん
工
房
」（
萩
八
景
遊
覧
船
の
り
ば

向
か
い
）
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

萩れがしい５品セット（5500 円）

　

ま
た
、
萩
夏
み
か
ん
工
房
は
、
新

た
に
萩
産
の
米
と
塩
に
こ
だ
わ
っ
た

お
に
ぎ
り
「
萩
の
塩
む
す
び
」
の
販

売
を
始
め
ま
し
た
。
白
米
と
玄
米
の

２
種
類
が
あ
り
、
１
個
１
２
０
円
。

萩
な
ら
で
は
の
味
を
是
非
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
萩
の
夏
み
か
ん
ク
リ
エ

イ
ト 

理
事
長 

清
水
明
人

（
０
９
０
・
７
１
３
５
・
４
２
５
６
）

萩
名
物
の
蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
の
屋
台
を

始
め
て
10
年
に
な
る
清
水
明
人
さ
ん

國守進会長



2016 年７月（第 130号）11

　

映
画
の
舞
台
と
な
る
萩
市
を
中
心
に

山
口
県
内
の
ロ
ケ
が
４
月
17
日
か
ら
30

日
ま
で
２
週
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
日

程
に
参
加
し
た
萩
市
瓦
町
の
写
真
家
で
、

昨
年
「
土
門
拳
賞
」
を
受
賞
し
た
下
瀬

信
雄
さ
ん（
71
歳
）に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ 

今
回
の
い
き
さ
つ
は

　

下
関
市
出
身
の
佐
々
部
清
監
督
作

品
は
、
下
関
市
と
韓
国
釜
山
を
舞
台

に
し
た
青
春
映
画
「
チ
ル
ソ
ク
の
夏
」

（
２
０
０
３
年
、
上
野
樹
里
の
映
画
デ

ビ
ュ
ー
作
）
が
、
萩
の
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ

で
上
映
さ
れ
て
以
来
見
続
け
て
い
ま
す
。

角
島
が
舞
台
の
「
四
日
間
の
奇
跡
」

（
２
０
０
５
年
）、
回
天
特
攻
隊
を
扱
っ

た
「
出
口
の
な
い
海
」（
２
０
０
６
年
）

な
ど
山
口
県
を
舞
台
に
し
た
作
品
が
多

く
、
そ
の
佐
々
部
監
督
か
ら
、
撮
影
の

写
真
撮
影
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
声
が

か
か
り
ま
し
た
。

Ｑ 

今
回
の
撮
影
現
場
は

　

佐
々
部
監
督
は
、
２
０
０
２
年
の
監

督
デ
ビ
ュ
ー
以
来
今
ま
で
、
毎
年
1
本

制
作
、
全
国
公
開
さ
れ
て
い
る
売
れ
っ

子
監
督
で
す
。「
早
撮
り
」
の
監
督
と

し
て
有
名
で
す
が
、
今
回
の
「
八
重
子

の
ハ
ミ
ン
グ
」
は
セ
ッ
ト
な
し
、
オ
ー

ル
ロ
ケ
、
同
時
録
音
で
、
撮
影
期
間
は

約
２
週
間
。

　

普
通
の
監
督
は
、
１
日
に
１
シ
ー
ン

（
約
３
分
）
程
度
の
撮
影
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
今
回
の
佐
々
部
監
督
は
、
1
日

に
３
シ
ー
ン
（
11
分
程
度
）
と
い
う
ス

ピ
ー
ド
撮
影
で
し
た
。

Q 

撮
影
場
所
は

　

萩
市
内
は
、
金
谷
神
社
、
藍
場
川
、

椿
群
生
林
、
田
床
山
、
葬
儀
場
、
火
葬

場
な
ど
で
撮
影
。
映
画
は
木
間
小
学
校

で
の
回
想
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
徳
山
で
病
院
シ
ー
ン
、
下
関

で
講
演
会
、
北
九
州
市
で
娘
の
結
婚
式

の
シ
ー
ン
を
撮
影
し
ま
し
た
。

Q 

撮
影
で
の
苦
労
は

　

ス
チ
ー
ル
写
真
の
撮
影
は
、
リ
ハ
ー

サ
ル
後
、
本
番
前
の
テ
ス
ト
撮
影
の
み

で
す
。
萩
ロ
ケ
の
ス
タ
ッ
フ
は
約
30
人

で
、照
明
、音
声
マ
イ
ク
な
ど
が
フ
レ
ー

ム
枠
に
入
っ
て
き
て
、
撮
影
ポ
イ
ン
ト

に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

４
０
０
～
５
０
０
枚
を
監
督
に
送
り

ま
し
た
。
映
画
の
方
は
、
現
在
、
編
集

作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
の
10
月
末
に
は
山
口
県
内
で
公
開

予
定
、
全
国
公
開
は
来
年
に
な
り
ま
す
。

Q 

印
象
に
残
っ
た
俳
優
は

　

や
っ
ぱ
り
高
橋
洋
子
さ
ん
！
還
暦
を

過
ぎ
た
年
齢
で
、「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン

グ
」
に
主
演
と
し
て
、
28
年
ぶ
り
に
映

画
復
帰
さ
れ
る
こ
と
に
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。「
サ
ン
ダ
カ
ン
八
番
娼

館 

望
郷
」（
１
９
７
４
年
、
熊
井
啓
監

督
）
で
共
演
し
た
、
下
関
市
出
身
の
田

中
絹
代
さ
ん
に
演
技
等
教
え
ら
れ
た
、

と
仰
っ
て
ま
し
た
。

　

来
た
る
８
月
28
日
（
日
）
萩
市
民
館

大
ホ
ー
ル
で
午
後
２
時
～
６
時
～
〈
昼

夜
２
回
〉、
維
新
劇
・
創
作
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
～
若
き
志
士
た

ち
２
０
１
６
」
を
上
演
し
ま
す
。

　

こ
の
舞
台
の
初
演
は
１
９
９
８
年
。

明
治
維
新
１
３
０
年
記
念
事
業
と
し
て
、

萩
市
民
劇
団
・
さ
く
ら
組
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
上
演
さ
れ
、
旧
ス
カ
イ
シ
ネ

マ
と
萩
市
民
館
で
の
公
演
を
合
わ
せ
て
、

約
２
０
０
０
人
が
観
劇
。
２
０
０
９
年

の
再
演
時
に
は
地
域
文
化
芸
術
振
興
プ

ラ
ン
推
進
事
業
（
文
化
庁
）・
松
陰
先

生
１
５
０
年
祭
記
念
事
業
と
し
て
、
萩

市
・
山
口
市
の
ほ
か
、
翌
年
に
は
、
東

京
・
世
田
谷
公
演
（
区
民
会
館
大
ホ
ー

ル
）
を
果
た
し
、
そ
の
後
、
下
関
・
萩

凱
旋
公
演
を
経
て
、
約
５
０
０
０
人
の

観
客
を
動
員
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
か
ら
、
メ
イ
ン
キ
ャ

ス
ト
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
萩
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
隊
が
、
シ
ョ
ー
ト
ヴ
ァ
ー

ジ
ョ
ン
を
県
内
外
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
行
っ
て
き
ま
し

た
。
昨
年
山
口
県
で
開
催
さ
れ
た
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口

２
０
１
５
」
総
合
閉
会
式
で
も
、
初
演

よ
り
脚
本
・
演
出
・
振
付
を
担
当
し
て

い
る
Ｒ
Ｅ
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
と
音
楽
の
津
室

ひ
と
み
制
作
に
よ
る
メ
イ
ン
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
」の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
で
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
萩
・
明
治
維
新
１
５
０
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
（
会
長
＝
野
村

興
兒
萩
市
長
）
が
主
催
し
、
萩
市
民
を

中
心
に
新
た
な
出
演
者
も
加
わ
り
、
今

後
の
市
の
観
光
振
興
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
や

観
光
客
を
お
も
て
な
し
の
心
で
迎
え
入

れ
る
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
人
材
育
成
も
兼

ね
た
取
り
組
み
が
、
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
進
化
し
続
け
る
市
民
参
加
の
地
域

発
信
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し
て
、
全
国
的

に
も
他
に
類
を
見
な
い
唯
一
無
二
の
ロ

ン
グ
ラ
ン
を
更
新
中
。
今
の
日
本
を
作

り
上
げ
た
維
新
の
若
き
志
士
た
ち
の
勇

姿
と
、
熱
の
こ
も
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

舞
台
に
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
脚
本
・
演
出
・
振
付
担
当　

Ｒ
Ｅ
Ｉ
・

Ｋ
Ｏ
）

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
企
画
政
策
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
４
２
）

映
画
「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」
日
誌
③

土
門
拳
賞
の
下
瀬
信
雄
さ
ん
、

ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
撮
影
に
参
加

下瀬信雄

椿群生林

金谷天満宮

明
治
維
新
１
５
０
年
に
向
け
て

維
新
劇
・
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
～
若
き
志
士
た
ち 

２
０
１
６
」
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「同窓会・クラス会をいつ、どこで開催します」と
いう情報をお寄せください。萩の資料を送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

　2 年ごとに大阪、京都、神戸をもちまわりで同期会を開い
ており、今回は神戸担当で、萩からも 6 人、その他関東か
らも参加があり 34 人で開催しました。初めての宿泊同期会
でもあり、温泉と料理に堪能し、宴会後も各部屋で萩の話等、
夜遅くまで盛り上がりました。
　11 月には萩で同期会も予定されていますが、2 年後は大
阪担当で開催を予定しており再会を楽しみにしております。

幹事　長谷川利雄（兵庫県川西市）

　
会員投稿

萩高21期（昭和44年）卒業生同期会
有馬グランドホテル（神戸市）６月５日

　熊本地方で続いている地震災害に気遣いながらでしたが、
一中卒の河上時彦さんも加わる 12 人の参加を得て、今年も
関東在住の指月中 8 期生の集いを銀座で開催しました。
　相模原市在住の古屋博士さんの乾杯の発声に始まり、普段
の生活を忘れて同じ思い出を語らう楽しい時を過ごし、最後
に参加者一同、これからの健康長寿を祈念しつつ来年の再会
を約束して別れました。

山口雄三（神奈川県横須賀市）

　
４月17日会員投稿 クルーズクルーズ（東京都・銀座）

指月中8期（昭和30年）卒業生
関東地区在住者の集い

　萩商工商業科を卒業後、今年で 53 年目。久し振りに維新
のふるさと萩において同期会を開催しました。当日は、全国
から 43 人が市内のホテルに参集。数十年ぶりに帰萩した同
期生も多く、会場内に萩市内の古写真 36 枚と卒業時の顔写
真を展示。高校時代の話とともに時代の流れの速さに対する
話題など、大いに盛り上がり花を添えたかな。
　翌日は市内観光で世界遺産関係や、新明倫小学校内の萩商
工高校「校訓碑」などを同期生の案内で見学、高校の思い出
や元気をもらい、参加者一同、次回での再会を誓いました。

幹事　金子吉夫（萩市南古萩町）

　
5月18日会員投稿

萩商工高校商業科
昭和38年卒業同期会

萩観光ホテル（萩市）

　6月16日から2日間、小川中学校卒業60周年（昭和31年卒）
を記念して、第９期卒業の同窓会（責任者、尾木満外４人）が
開催され、全国から14 人参加。会場は、萩市椿東の「夕景の宿・
海のゆりかご　萩小町」。全員76 歳だが、元気そのもの。
　余生を小川、萩市の人口増加の案を考えていこうと、萩ネッ
トワークの最新号を見ながら話が盛り上がり、本年度も再び
元気で会うことを確認しました。

幹事　　尾木　満（萩市上小川）

　
6月16日会員投稿

小川中9期（昭和31年卒）同窓会
萩小町（越ヶ浜）
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ホテルラングウッド（東京都・日暮里）
ふるさと萩・小川会 ５月22日

　第 3 回萩っ子パーティーを東京の青山で盛大に開催しま
した。会場では 90 人近い参加者が萩の郷土料理のいとこ煮
等を楽しんでいただきました。4 年振りとなる萩っ子パー
ティは、萩大志館が今年設立 10 周年という節目でもあり感
謝の気持ちを込めて主催したものです。
　余興では、吉田寅次郎先生にちなんで、「野口とらじろう」
さんがパーティーを盛り上げてくれました。また、多くの地
元萩からの協賛品による福引きもあり、最後に甘夏を手に
取っての記念写真の撮影で締めくくりました。次回は５年後
の予定。

吉村光治（千葉県習志野市）

　
６月11日会員投稿 アンカフェ（東京都・神宮前）

第3回萩っ子パーティー

　今回で 6 回、出席者は 67 人。今年は商業、工業高校が統
合して 10 年目。昨年の求人倍率 8.2 倍を反映して、春の卒
業生 147 人のうち 96％が第一志望の会社に就職。そのうち
24％の 35 人が萩市内に就職、と末廣栄校長から報告があり
ました。
　長光肇・副支部長の尽力により、昭和 55 〜 57 年の卒
業生が 23 人も出席。10 回大会までに出席者 100 人が目標、
と締めくくりの言葉でした。

大阪キャッスルホテル（大阪市・天満橋）
つばき会関西支部総会 6月18日

今年94歳の波田義信さん
と歌手の小川さん

　今回で 24 回、出席者は 26 人。
今年の会場は日暮里駅の近く。
初めて小川会の会則を定め、役
員改選が行われ、会長には佐伯
雅人さんの再任が決まりました。
出席した和田副市長から、2 年
余り前の豪雨災害の復旧・復興
の報告がありました。現在、内
閣官房に出向中の市職員・三浦
慎司（小川出身）も参加。青木
副会長の紹介により特別参加の歌手・小川夏生さんと共にカ
ラオケで盛り上がった会となりました。

会 だ員 よ り

井上紀生さん（滋賀県）
　萩出身で、毎月萩ネットワークを楽しんでいます。
忠小兵衛の御許町店の営業再開、本当になつかしい想
いです。商店街の味でしたね。

三牧幸啓さん（東京都）
　昨年は、江戸東京博物館での「花燃ゆ」の特別展を
見学しました。志士達を支えた女性について、学びた
いと考えております。

岩本喜代子さん（岡山県）
　５月号（129 号）の夏みかんの花の写真に、高校時
代、下宿で「庭の夏みかんを食べてもいいよ」と言わ
れた時の嬉しさが、酸っぱさとともに蘇りました。　
昨年、帰郷の折、宿のロビーで「花燃ゆ」の出演者の
サイン入り色紙数枚と出会いました。私にとって、今
までで一番印象に残った大河ドラマとなりました。バ
ラバラだった知識が一つに繋がったからです。



142016 年７月（第 130号）

■
岡
田
裕 

作
陶
展

７
月
28
日
（
木
）
～
８
月
２
日
（
火
）

山
形
市
幸
町
２
︲
８

十
字
屋
山
形
店

（
０
２
３
・
６
４
１
・
１
１
５
１
）

■
萩
在
京
高
校
同
窓
会

　

４
年
に
１
度
の
東
京
指
月
会
、
つ
ば

き
会
関
東
支
部
、光
塩
学
院
（
光
友
会
）

の
合
同
同
窓
会
。

10
月
22
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
（
東
京
駅
丸

の
内
北
口
）

日
本
工
業
倶
楽
部

指
月
会
（
０
９
０
・
７
２
６
４
・
６
９
５

４
）
三
浦

つ
ば
き
会
（
０
３
・
３
３
７
３
・
４
０
２

０
）
野
村

■
岡
田
裕 

作
陶
展

７
月
７
日
（
木
）
～
13
日
（
水
）

茨
城
県
水
戸
市
泉
町
（
Ｊ
Ｒ
水
戸
駅
）

京
成
百
貨
店

（
０
２
９
・
２
３
１
・
１
１
１
１
）

■
水
津
和
之 

陶
芸
展

７
月
14
日
（
木
）
～
20
日
（
水
）

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
（
池
袋
駅
）　

東
武
百
貨
店
池
袋
店
６
階
工
芸
サ
ロ
ン

（
０
３
・
３
９
８
１
・
２
２
１
１
）

■
特
殊
音
樂
祭
２
０
１
６

　

萩
市
出
身
の
国
内
外
で
活
躍
す
る
現

代
音
楽
の
作
曲
家
の
山
本
和
智
が
中
心

で
行
う
音
楽
祭
。

７
月
16
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～
６

時
（
予
定
）

一
般
３
０
０
０
円
、
学
生
５
０
０
円

※
完
全
予
約
制
（
７
月
10
日
ま
で
）。

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:/

/w
w

w
.kokuchpro.com

/event/tok
uon2016/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東
京
都
町
田
市
金
井
町
２
１
６
０

和
光
大
学
学
生
ホ
ー
ル

（
メ
ー
ル w

ako.tokuon@
gm

ail.com

）

■
東
急
二
子
玉
川
店
や
ま
ぐ
ち
フ
ェ
ア

　

萩
市
か
ら
、
た
け
な
か
の
夏
み
か
ん

菓
子
な
ど
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

７
月
21
日
（
木
）
～
27
日
（
水
）

東
京
都
世
田
谷
区
玉
川
（
東
急
田
園
都

市
線
二
子
玉
川
駅
）

東
急
百
貨
店
二
子
玉
川
店

（
０
３
・
６
８
０
５
・
７
１
１
１
）

■
せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り

　

萩
市
か
ら
山
口
萩
ビ
ー
ル
の
チ
ョ
ン

マ
ゲ
ビ
ー
ル
、
忠
小
兵
衛
の
か
ま
ぼ
こ

等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

８
月
６
日
（
土
）
～
７
日
（
日
）
午
前

11
時
～
午
後
９
時

東
京
都
世
田
谷
区
上
用
賀
２
︲
１
︲
１

（
東
急
田
園
都
市
線
桜
新
町
駅
か
ら
徒

歩
15
分
）

Ｊ
Ｒ
Ａ
馬
事
公
苑

■
伊
勢
丹（
浦
和
店
）山
口
物
産
展（
仮
）

　

忠
小
兵
衛
の
か
ま
ぼ
こ
、
て
ん
ぷ
ら

が
出
店
さ
れ
ま
す
。

８
月
10
日
（
水
）
～
16
日
（
火
）

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
（
Ｊ

Ｒ
浦
和
駅
西
口
徒
歩
１
分
）

（
０
４
８
・
８
３
４
・
１
１
１
１
）

■
中
国
地
方
の
器
展

　

岡
田
泰
、
金
子
司
、
兼
田
知
明
、
渋

谷
栄
一
、
玉
村
信
一
、
止
原
理
恵
、
中

村
眞
一
、納
富
晋
、野
坂
和
左
、船
崎
透
、

松
尾
優
子
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
３
日
（
土
）
～
10
月
２
日
（
日
）

兵
庫
県
伊
丹
市
宮
ノ
前
２
︲
５
︲
28

伊
丹
市
立
工
芸
セ
ン
タ
ー

（
０
７
２
・
７
７
２
・
５
５
５
７
）

■
線
描
画
家 

田
村
覚
志 

個
展

９
月
17
日
（
土
）
～
25
日
（
日
）

京
都
市
中
京
区
寺
町
通
夷
川
上
ル
西
側

久
遠
院
前
町
６
７
１
︲
１
寺
町
エ
ー
ス

ビ
ル
１
Ｆ
西

G
allery I

（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
イ
）

（
０
７
５
・
２
０
０
・
３
６
５
５
）

※
田
村
覚
志
（
ｔ
ａ
ｚ
ｚ
．）
の
作
品
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
グ
ル
ー
プ
展
（S

u
m

m
er A

rt E
xhibition 

２
０
１
６
）

で
展
示
さ
れ
ま
す
。

８
月
31
日
（
水
）
～
９
月
11
日
（
日
）

58 H
ester S

t.G
rand floor N

ew
 

Y
ork,N

Y
 10002 U

S
A

A
shok　

Jain　

G
allery

■
広
島
指
月
会

　

広
島
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

７
月
23
日（
土
）
午
後
３
時
～

広
島
市
南
区
的
場
（
広
島
駅
か
ら
徒
歩

５
分
）

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

（
０
８
２
・
８
８
４
・
０
１
３
６
）
北
束

■
つ
ば
き
会
広
島
支
部
総
会

　

広
島
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

７
月
９
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～

広
島
市
南
区
金
屋
町
１
︲
17

ワ
ー
ク
ピ
ア
広
島（
旧
広
島
労
働
会
館
）

（
０
８
０
・
６
３
３
２
・
１
１
５
９
）土
佐

岡■
九
州
指
月
会
・
つ
ば
き
会
九
州
支
部

　

九
州
地
区
の
萩
高
と
萩
商
工
の
合
同

同
窓
会
。

９
月
10
日
（
土
）
午
前
11
時
～

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅（
筑
紫
口
す
ぐ
）

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ラ
ー
ザ
博
多　

（
０
９
３
・
２
０
１
・
６
３
０
３
）
葊
瀬

■LIN
E

ー
線
描
画　

田
村
覚
志　

個

展
ー

７
月
23
日
（
土
）
～
31
日
（
日
）

福
岡
県
福
岡
市
南
区
大
楠
３
︲
14
︲
34

︲
１
０
６

gallery Q
U

O
N

A

（
ク
オ
ナ
）

（
０
９
２
・
４
０
６
・
３
１
４
７
）

■
萩
高
同
窓
会
八
八
会

　

萩
高
指
月
会
の
本
部
総
会
。
今
年
の

引
受
期
は
53
期
（
平
成
13
年
卒
）。

関
東
地
区

８
月
８
日（
月
）
午
後
７
時
～

萩
高
校
体
育
館

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
７
６
）
井
町

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
本
部
総
会

　

萩
光
塩
学
院
小
中
高
の
合
同
総
会
。

８
月
10
日（
水
）
午
後
６
時
30
分
～

長
門
市
深
川
湯
本　

大
谷
山
荘

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
７
８
２
）
光
塩

■
下
瀬
信
雄 

写
真
展

　

萩
市
在
住
の
写
真
家
で
昨
年
、
写
真

集
「
結
界
」
で
第
34
回
土
門
拳
賞
を
受

賞
し
た
下
瀬
信
雄
の
作
品
を
展
示
。

　

６
月
か
ら
１
年
を
通
し
て
作
品
を
紹

介
す
る
受
賞
記
念
企
画
で
「
結
界
」
の

中
か
ら
選
ん
だ
１
点
を
展
示
。
２
カ
月

に
１
度
、
作
品
を
替
え
、
合
わ
せ
て
６

点
を
紹
介
。

萩
市
唐
樋
町
３
︲
３　

萩
山
口
信
用
金
庫
萩
支
店

（
０
８
３
８
・
２
２
・
３
１
１
１
）

■
山
口
県
現
代
工
芸
美
術
展

　

吉
賀
將
夫
な
ど
山
口
県
在
住
の
現
代

工
芸
作
家
の
陶
芸
な
ど
を
展
示
。

６
月
10
日
（
金
）
～
10
月
２
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
10
月
２
日
は

正
午
ま
で
）

萩
市
椿
東
４
２
６
︲
１

吉
賀
大
眉
記
念
館

（
０
８
３
８
・
２
６
・
５
１
８
０
）

■
世
界
遺
産
登
録
１
周
年
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

　
「
日
本
の
近
代
化
に
果
た
し
た
萩
の

役
割
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
。
加
藤
康こ

う
こ子
（
内
閣
官
房
参

与
）、
田
口
由ゆ

か香
（
大
島
商
船
高
等
専

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
西
地
区

萩
市
関
係

東
北
地
区

中
国
地
区

九
州
地
区
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門
学
校
准
教
授
）、
道
迫
真
吾
（
萩
博

物
館
主
任
学
芸
員
）
な
ど
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

７
月
６
日
（
水
）
午
後
７
時
～

萩
市
江
向
４
９
５
︲
４

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

（
問
）萩
市
文
化
財
保
護
課
世
界
文
化
遺

産
室
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
８
０
）

■
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の

体
操
会

８
月
15
日
（
月
）
午
前
６
時
～
（
開
会

式
・
リ
ハ
ー
サ
ル
）、
午
前
６
時
30
分

～
40
分
（
体
操
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
で
午
前
６
時
30

分
か
ら
全
国
に
生
放
送
さ
れ
ま
す
。

萩
市
江
向
中
央
公
園

（
問
）
萩
市
企
画
政
策
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
８
１
９
）

■
維
新
劇
・
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
〜
若
き
志
士
た
ち
〜

２
０
１
６
上
演

　

吉
田
松
陰
の
生
涯
を
描
く
と
と
も
に
、

彼
の
遺
し
た
数
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
現

代
に
伝
え
る
地
域
発
信
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
で
す
（
11
ペ
ー
ジ
参
照
）。

８
月
28
日
（
日
）
午
後
２
時
～
４
時
、

午
後
６
時
～
８
時
（
２
回
上
演
）

一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
０

０
０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
）

萩
市
江
向
４
９
５
︲
４

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

（
問
）萩
・
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会（
萩
市
企
画
政
策
課
内
）

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
４
２
）

■
萩
市
美
術
展 

特
別
展 

大
和
義
男
展

　

萩
市
出
身
で
洋
画
家
の
大
和
義
男
の

特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

９
月
15
日
（
木
）
～
19
日
（
月
）
午
前

10
時
～
午
後
６
時

萩
市
江
向
４
９
５
︲
４　

萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル

（
問
）
萩
市
文
化
・
生
涯
学
習
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
５
９
０
）

■
岡
林
信
康 

弾
き
語
り
ラ
イ
ブ

　
「
フ
ォ
ー
ク
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
た

シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
岡
林

信
康
さ
ん
に
よ
る
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ
。

堀
理
恵
子　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

三
浦
慎
司　
　
　
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

山
田
友
子　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

和
田
真
美
恵　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

宮
木
け
い　
　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

南
一
枝　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

伊
藤
惠
子　
　
　
（
千
葉
県
八
千
代
市
）

永
久
寛
治　
　
　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

柴
田
泰
夫　
　
　
　
（
大
阪
府
交
野
市
）

藤
田
幸
志　
　
　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

平
田
峰
男　
　
　
　
（
奈
良
県
生
駒
市
）

坂
下
律
子　
　
　
　
（
兵
庫
県
西
宮
市
）

重
村
清　
　
　
　
　
（
奈
良
県
奈
良
市
）

犬
伏
栄
子　
　
　
　
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

中
原
幸
江　
　
　
　
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

河
村
光
男　
　
　
　
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

小
森
真
理
子　
　
　
（
大
阪
府
高
槻
市
）

　
　
（
４
月
23
日
～
６
月
26
日　

17
人
）

７
月
24
日
（
日
）
午
後
６
時
～

定
員　

２
０
０
席
限
定

一
般
４
５
０
０
円
、
小
中
高
生
２
５
０

０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
）

阿
武
町
福
田
下
１
３
６
５　

阿
武
町
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー

（
問
）
舫

も
や
いネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

（
０
８
３
８
８
・
５
・
０
４
１
８
）

①
山
口
萩
ビ
ー
ル
提
供
「
チ
ョ
ン
マ
ゲ

ビ
ー
ル
３
本
セ
ッ
ト
」
を
２
名
様

②
須
佐
お
も
て
な
し
協
会
提
供
「
剣
先

イ
カ
の
一
夜
干
し
」
を
２
名
様

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
７
月
20
日（
消
印
有
効
）。

編
集
後
記

•
今
号
で
創
刊
１
３
０
号
、
１
９
９
４

（
平
成
６
）
年
10
月
の
発
刊
以
来
足
か

け
22
年
に
な
る
。各
地
の
同
窓
会
で「
は

じ
め
か
ら
取
っ
て
る
よ
」
と
い
う
声
を

聞
く
と
本
当
に
う
れ
し
い
。
現
在
、
全

国
１
７
０
０
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員

に
隔
月
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

•
旧
旭
村
・
川
上
村
の
同
郷
会
「
関
西

山や
ま
な
み峡
会
」
総
会
・
懇
親
会
が
、
６
月

26
日
に
萩
出
身
の
藤
田
伝
三
郎
ゆ
か
り

の
太
閤
園
で
開
催
さ
れ
出
席
。
企
画
、

交
流
、
会
員
拡
大
な
ど
役
員
20
人
に
よ

り
充
実
し
た
活
動
に
感
服
。

（
広
報
特
別
参
与　

山
本
）

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

昨
年
７
月
８
日
に
「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
」が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
、ま
も
な
く
１
年
。

　
「
萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
学
び
舎
」で
は
、登
録
１
年
を
記

念
し
て
、イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

学
び
舎
と
萩
・
明
倫
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
を
無
料
開
放
と
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
８
日（
金
）～
10
日（
日
）

　

萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
の
入
館
者
を
対
象
に
「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」
構
成
資
産
を

有
す
る
市
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選

会
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

７
月
２
日（
土
）～
10
日（
日
）

　
「
丙
辰
丸
ー
萩
の
洋
式
船
第
１

号
ー
」、「
日
本
の
工
学
教
育
の
始

ま
り
」
２
作
品
を
お
披
露
目
。

■
と
き　

７
月
９
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
、
３
時
～

※
今
後
は
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

で
上
演
予
定
。

■
開
館
期
間　

平
成
29
年
２
月
12

日
（
日
）
ま
で
、
年
中
無
休

■
場
所　

旧
明
倫
小
学
校
（
萩
市

江
向
６
０
２ 

萩
市
役
所
前
）

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
最
終
入
場
は
午
後
４
時
30

分
）

■
入
場
料　

大
人 

３
０
０
円（
団

体
２
４
０
円
）、生
徒
・
児
童
（
小
・

中
・
高
校
生
） 

１
０
０
円
（
団
体 

80
円
）

※
団
体
料
金
は
20
人
以
上
。

※
身
体
障
が
い
者
手
帳
等
を
所
持

さ
れ
て
い
る
人
は
２
割
引
（
介
助

者
１
人
無
料
）。

【
萩
・
明
倫
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
】

▽
駐
車
料
金　

普
通
車
３
１
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
協
会

（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
７
５
０
）

明治日本の産業革命遺産を、わかりやすく楽しく学べる

世
界
遺
産
登
録
記
念
「
萩
・
世
界

遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
学
び

舎
」
無
料
開
館

明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
が
あ

る
市
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会

世
界
遺
産
紙
芝
居

お
披
露
目
上
演
会

阿
武
町
関
係
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　高佐下の伏馬地区に３ha のほ
場に咲く 10 万本のひまわり。む
つみ地域の観光シンボルとして維
持するため、地元住民による「む
つみひまわり咲かせ隊」が発足。

　１日目の菊ヶ浜での花火大会を皮切りに、
３日間にわたり連日盛り上がります。２日目
は市民総踊り「ヨイショコショ」パレードや
よさこいなど多くの市民が参加。３日目は「住
吉神

み こ し

輿」、「踊り車」、「のんた大提灯パレード」、
山口県無形民俗文化財に指定されている「お
船謡」が会場を練り歩きます。

！」と絶賛された世界の

☎０８３８・２５・６４４７
萩博物館だより

☎０８３８・２４・２４００
山口県立萩美術館・浦上記念館だより

　地球の過去から現代に現われた巨大動物約 150 種類、
標本・剥製・複製・写真など約 300 点が集結！約３ｍの
絶滅巨大ナマケモノ「パラミロドン」、日本最大級・約５
ｍの剥製の「ホホジロザメ」、尋常ならぬ約 30cm もの巨

７月15日（土）〜９月25日（日）

最初の人間国宝
石黒宗麿のすべて

７月２日（土）〜８月28日（日）

衝撃！ビッグアニマル大接近特別展

萩・夏まつり

〜地球をゆるがす巨大動物たち〜

　陶芸分野で初の重要無形文化財
「鉄

てつゆうとうき

釉陶器」の保持者（人間国宝）
となった石

いしぐろむねまろ

黒宗麿の約 20 年ぶりの
回顧展。石黒は中国、朝鮮、日本の
さまざまな陶技を学び、そこからモ
ダニズムと自由な気分にあふれた作
品を生み出しました。
　本展ではその陶芸 124 点と書画
20 点を紹介します。
■観覧料　一般1,000円、70歳以上の方・学生800円、
18歳以下無料
■休館日　月曜日（７月11日、８月８日、８月22日は開館）

萩市観光協会　☎0838・25・1750

ントカレンダ−べイ

須佐湾大花火会
　須佐湾の夜空に約 5,000 発の豪快
な花火。アニソン歌手きただにひろし
さんなどのステージイベントも。

全国のネットワーク会員に、年6回隔月で郵送
発行月　1・3・5・7・9・11月号

（1994年10月創刊）
会費　一般2,000円、特別賛助10,000円
会員数　1,700人

ふるさと情報紙「萩ネットワーク」
萩ネットワーク協会　☎0838・25・3178

のんた大提灯パレード

ひまわりロード

7月16日㊏〜8月23日㊊ 9:00〜17:00
◇むつみ昆虫王国　
7月28日㊍ 20:00〜
◇須佐湾大花火大会　　　
7月31日㊐ 9:30〜15:00
◇ひまわりロードフェスタ
8月1日㊊〜3日㊌
◇萩夏まつり
8月1日㊊ 20:00〜
◇萩・日本海大花火大会
8月13日㊏ 19:30〜22:00
◇萩・万灯会（迎え火）
8月13日㊏ 19:30〜22:00
◇幽玄の世界
8月25日㊍ 17:00〜
◇たまがわ夏まつり

むつみ・
ひまわりロード

須佐漁港

大照院

山口県漁協江崎支店前

住吉神社・吉田町ほか

萩商港、菊ヶ浜周辺

むつみ昆虫王国

金谷天満宮

　日本海の夜空をバックに約 7,000
発の花火。雨天の場合は４日に延期。

萩・日本海大花火大会

大ダンゴ虫「ダイオウ
グソクムシ」など衝撃
の展示会です。
■開館時間
　9:00 〜17:00
■観覧料　大人 510
円、高校・大学生310円、
小・中学生100円
◎年中無休（盆期間も
開館）

☆萩・世界遺産ビジ
ターセンター学び舎と
のお得なセット観覧券
もあります。


